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排雪害 を ともな う狩勝峠の盛 り上法面へ植栽 され た木本類 の成長経過

斎藤新一郎 (専修大学北海道短期大学)・ 鳥田宏行 (北海道立林業試験場)

まえがき

山岳地を通る道路建設では,破壊された森林を取り戻すために,木本による法面緑化が不可
欠である。これについては,切 り土法面と盛り土法面において,積雪および排雪と関係して ,
植栽木の成長に大きな違いがある.それゆえ,それらの保育管理について,異なつた手法が適

用されることが肝要である.

国道 38号の狩勝峠の盛り土法面 (新得町)において,筆者たちは,植栽後 8年を経過した,
盛り土法面のケヤマハンノキおよびトドモミ (ト ドマツ)を調査して,これまでの成長経過を

明らかにしつつ,向後に実行されるべき保育 (維持管理)手法を検討して,管理者である帯広
開発建設部に提案することにした。

調査地の概要

調査地の盛り

土法面は,長大

なものである。

植栽樹種では ,

現在,初期成長

の旺盛な,エゾ

写真-1

シカに食害されにくかっ

た,ケヤマハンノキが順調に成長

していて,既に積雪深をはるかに抜き出て

いる (写真-1).これらは,枝抜け・幹曲がりな
どの雪害を軽減するために,かつて,管理者たちによって ,

福伎打ちされた。

また,初期成長の遅いトドモミが,よ うやく,一部ながら,雪上に頭を出してきた。トドモ
ミには,法面にそのまま植えられたもの (単木値え)と ,小ステップを造つて (切 りこみ式ス
テツプ),雪害を軽減して植えられたもの (3本東植え)とがある。
その他の樹種は,ほとんどがエゾシカに食害されてしまつた.けれども,最近の食害の減少
にともない,一部のシラカンバおよびヤナギ類が,萌芽回復しつつある.

調査結果

ケヤマハンノキは, 平 表-1 幹曲がりの有無によるケヤマハンノキの年々の成長量③
坦地 (旧道跡地)において No Year 93  94  95  96  97  98  99  00  01

調査地の全景(0238)

先駆樹種・ケヤマハンノ

キのみが成長し

てきた

1      --  0.50  1.55  2.00  3.60  4.00  4.70  6.00  6.40

2    0.55  1.10  1.50  2.60  3.10  4.00  4.60  5.05  5.60

3    0.75  1.60  2.15  2.65  3.00  3.40  3.75  4.25  4.90

4     *     *     *    o.65  1.10  1.95  2.70  3.65  3.80

*下向きの幹(地面を旬旬している部分);93年は植栽後の苗木高

は,ほぼ通直に伸び上がっ

ている.しかし,法面では,
積雪+排雪のグライド圧を

受けて,全個体が,程度に
かなりな違いがあるけれど

-50-



も,幹の地際の根

元曲がりを示して

いる (表 -1,図

-1)。 これは ,

根元曲がりによっ

て,斜になつた幹 ,

弧を描いた部分の

幹,あ るいは,地

面を旬旬した幹が ,

その分,上長成長

を差し引かれたこ

とを意味する。

なお,軽度の根

元曲がりであつて

も,地際の山側に

傷跡 (樹皮剥け :

雪圧害,野鼠の食

害,ほか)のある
4/.、立≧二__二 __二_4/2.3_≧ __ _/7.41
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幹の根元曲がりが無ければ,通

直木との樹高差が少な

かつたであ

‐  ろう

写真-2 トドモミの 3本束
植え (小ステツプあり)

2本が優勢であり,1本

が劣勢である

表-2 4ヽステツプの有無および 3本束植え・単木植え

におけるトドモミの成長経過(m)

NQ Year  94    95    96    97    98    99    00    01

1  1   0.30  0.36  0.53  0.67  0.81  1.08  1.29  1.47

2① O.380.480.660。 96 1.231.55 1.70 1.83

② O.320。 390.560.75 1。 02 1.281.581.82

③ O.220。 310.470.670.851.11 1.291.39
3① O.210.240.330.540.871.371.802.04
② O.230。 260。 370.570。 71 0.86 1.10 1.42

③ O.220.270。 320。450.640。 740.80 -
4   0.28  0.36  0。 48  0.64  0.88  1.12  1.38  1.70

Ⅱ 5∝ 25帆29∝ 39L60L82■ H■ 381:65

6   0.34  0.37  0.53  0.64  0。 78  1.05  1.24  1.40

7   0.18  0.20  0.28  0。 37  0.54  0.63  0。 92  1.24

80.250。290.430.610。 921.201.531.86

註)I:小ステップあり,3本束植え,Ⅱ :小ステツプなし,

1本植え ;一 :枯れ, 14:大曲がり (地面を這う),

①～③ :3本束植えの中の各個体

個体が観られた。

また,ト ドモミは,3本束植えと法枠工の組み合わせが,

図-1 ケヤマハンノキの年々の樹高成長量
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単木植えと法枠工無しの組み合わ
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せに比較して,4年後の成長
経過と同様に (斎藤ほか 19

98),よ り良い途中経過を示
している (表 -2,写 真-2,
3)。

ただし,3本東植えにおい
ては,最近の伸長量が,単木

植えに比較して,む しろ,鈍
化する傾向にある。また,小
ステツプ (雪圧防止杭つき)

に植栽されていても,根元曲
がりが,さ らには,根抜け (

根返り,upr∞ting)さ えも,
一部の個体には,観察された。

考 察
植栽後 8年間の成長経過か

ら,この盛り上法面において

は,向後の維持管理に当たり,
次のような保育手法が必要に

なつてくる。

森林の復元にマイナスな要

素である,幹の根元曲がり (
成長の抑制),積雪+排雪に
ともなう雪害 (グライド圧に

よる幹曲がり (図 -2),幹
折れ,幹割れ,枝抜け)を防止ないし軽減するために一―排雪は永久に継続するから一一 ,
グライド圧を防止する杭打ち (雪圧防止杭)を ,法面の上部に,十分な数だけ (1本/m2),
実施する。幹曲がりは,単なる成長の抑制に止まらず,その個体の種内競争における敗北をも
たらし,先駆林を形成させて,後継樹を導入ないし自然侵入させてゆく,森林の復元過程にマ
イナスにもなるからである (図 -3)。

トドモミの 8年間の成長経過から,3本束植えは,近い将来に一―雪上木に達したなら一一 ,
1本に間引き,種内競争による成長の鈍化を解消させるべきである。単木植えでも,生き残っ
た個体には,優勢なものも散見される。けれども,やはり,全体を順調に成長させるためには,
小ステップに植栽することが望ましい。または,各個体ごとに杭打ちを実施する必要がある。
ケヤマハンノキとともに,先駆林を形成させる見込みで導入され,食害にあったヤナギ類お
よびシラカンバについては,萌芽回復しつつある。ヤナギ類は,このまま放置しておいても,
立ち上がってくるであろう。ただし,シラカンバについては,雪害防止のためにも,複梢整理 ,
裾枝打ちなどを必要とする。

ケヤマハンノキの広い列間には,一天然侵入を待つには時間がかかり過ぎるので一―,再
度の植栽が望まれる。当然のことながら,長寿で,耐陰性もある,後継樹種が望ましい。針葉
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写真-3 単木植えの
トドモミ (小ステ

ップなし)

雪圧で強く曲げら

れている

図-2 ケヤマハンノ
キの樹幹解析図
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図-3 幹の根元曲が
り木の形態と種内

競争との関係 (模

式図)

組み合わせた,排雪をと
もなう盛 り上法面の木本緑化

樹では,エゾトウヒ (ェゾマツ),アカエゾ
トウヒ (アカエゾマツ)が ,広葉樹では,ミ ズナ
シナノキ,イ タヤカェデなどが,苗木で導入され

た,鳥散布型 (被食型)のホオノキ,エゾヤマザ
を期待しつつ,播種造林 (人工下種)も行うこと
そのための基礎工として,小ステップづくり (
現状においても,杭打ち工を補完しうる (図 -4)
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高くて大きい樹冠

根元曲がり木
~

ヽ低くてノJヽさい樹冠

フ , 固
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うる。ま

クラ,ハ リギリ,ミ ズキ,ほかも,天然更新
が望まれる。

階段工),雪圧防止杭打ちが不可欠であり,
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